
　周南市の徳山高専（阿部恵校長）の学生3チーム
が、全国高専生がインフラ課題の解決策を競う「第
6 回全国高等専門学校インフラマネジメントテク
ノロジーコンテスト2025」（インフラタクコン）と
「第4回高専GIRLS SDGs×Technology Contest」
（GCON）でグランプリや特別賞を受賞した。
　インフラテクコンでは、環境建設工学専攻2年の齊
藤遥奈さんらのチームが、建設業界と学生を現場見学や研修でつなぐマッチングサイト「フ
ラNavi」の提案でグランプリに輝いた。土木建築工学科3年の國富彩花さんらは、市の
「しゅうなん通報アプリ」をゲーム化して普及を図る案を提案して特別賞を受賞。高専
GCONでは「フラNavi for Girls」が優秀賞など3賞を受けた。

　周南市の徳山高（浅原正和校長）で7日、「徳
山高校SSH課題研究発表会」が開かれ、生
徒や近隣中学生、大学生、企業などが研究成
果をポスター形式で発表した。会場の体育館
には約110件の研究が並び、保護者や教育関
係者ら約600人が来場。参加者は自由に巡り
ながら説明に耳を傾けた。2年の浅野紗希さ
ん、多田紗也佳さんは竹の葉やたけのこの皮
からセルロース繊維を取り出し「おかずカッ
プ」を作る研究を紹介。「多くの人に見てもら
えてうれしい」と話した。同研究は「サイエン
スキャッスルワールド2025」で優秀ポスター
賞を受賞し、
2026 年度全
国高校総文祭
に県代表とし
て出場する。

　下松市の下松吹奏楽協会（中馬好行会長）は1日、
末武中学校で第44回吹奏楽定期クリニックを開
き、市内7団体の小中学生154人が参加した。指導
には市吹奏楽団（山野井一也団長）の団員や外部
講師ら計25人が当たり、フルートやクラリネット、
トランペット、トロンボーンなど楽器ごとに分かれ
て演奏技術や扱い方を学んだ。参加者は経験年数
に応じてレベル別指導を受けた。トロンボーンの指
導を受けた公集小5年の池永美咲希さんは「チュー
ニングの仕方を教えてもらえてうれしかった」と笑
顔。同協会は「吹
奏楽のまち・く
だまつの盛り上
げにつなげたい」
としている。

楽器の扱い方、
　　  演奏技術学ぶ
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周南市 下松市

　光市議会（森戸芳史議長、18人）は
24日、第9回高校生意見交換会を開
いた。聖光高と光高の2年生各7人
が参加し、代表4人が主張を発表。
聖光高の西山悠太さんは、介護保険
の通知表現やサービス案内の改善を
提言。松永愛紗美さんは高校生も市
のイベント企画に参加できる環境を
求めた。光高の石津一輝さんは歩道
の街灯増設を、藤井陽菜子さんは公
共施設の利用料割引を提案。その後
の意見交換では、生徒が市の課題や
事業について議員に質問し、議員は
現状や取り組みを説明した。

　下松市の下松高校で12日、地域への関
心と愛着を育てる授業「歩いて知る下松の
成り立ち」が開かれ、1年生143人が参加
した。公共・総合的な探究の時間を活用
した初の試みで、「やまぐち型社会連携教
育推進事業」の一環。市観光ボランティア
ガイドの会（喜多修会長）が協力し、喜多会長ら2人が講師を務めた。
　生徒は2班に分かれ、降松神社や毛利就隆居館跡などを巡り、妙見信仰や
中世から近世の下松の歴史について説明を受けながら歩いた。喜多会長は
「下松にこんな歴史があると知ってもらえればうれしい」と話した。学校は来
年度以降も同様の授業を計画している。

光
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下松市周南市

高校生に関するニュースコーナー

高校生
今 ニュースドキッ!

「1年間の成果を
　 見てもらえてうれしい」

吹奏楽クリニックに小中高校生154人

　意見交換会で活発に

降松神社など4カ所訪問インフラテクコンでグランプリ　高専GCONでトリプル受賞
下松高生、地域にふれる徳山高専女子生が大活躍
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私 たちは 周 南 地 域 の 学 生を 応 援しています 。

高校生 
今ドキッ!ニュースP1 注目記事ランキングP7

作製した紙を紹介する浅野さん（奥）と多田さん

グランプリのフラ Navi チーム

降松神社を訪れる生徒ら

質問する西山さん

演奏を練習する児童や生徒

うちのスゴイヒト　
 黒田大貴さんP6 P8 話題の人物に聞く

高山豪起さん令和８年度生徒会紹介P2 P4 学校×地域、学校×企業
周南エリアの魅力 づくり
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任期：2025年11月～2026年４月

任期：2025年10月～2026年10月

任期：2025年10月～2026年9月末

任期：2026年1月末～2026年9月末（後期）

任期：2025年10月～2026年10月
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書記 中越莉桜

徳山高校改革
推進本部長
   吉田理紗

会長 加藤湊
副会長 天野幸泰

副会長 木下小綾

書記 重村奏樹

会計 藤野咲希

書記 金子絢菜

副会長 安本伊織 書記 豊田実和

副会長 近藤万暖

会計
藤村瞬也

会計 河村愛衣
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会計 藤田梨音

副会長 兼近心彩
会長 村中頼書記 弘津那知

監事 稲田倖生

書記 村上いろは

書記 東郷羽純
監事 上田柚樹

会計 淺野唯桜里

会計 谷田桜

会計・書記 
平居柊

副会長 河野晟哉 会計・書記 
田中蓮

会長 白石琢己

会計・書記 
小熊ひな

副会長 坂本結菜

会計・書記 
城代昂尚

企画 神田将芳

企画 髙見果歩子 会計 堤穂佳

会計 濱邊智佳

書記 坂本凛

副会長 澤重圭吾 会長 谷上茜音 副会長 山根清城

書記 橘髙結菜

執行部 牧野瑞月

執行部 川野祐希
執行部 前原心春

執行部 守田このみ

執行部 井上智預

執行部 東出芽依

執行部 西弘美月

執行部 古川華音

執行部会計 
國本大樹

執行部会長 三浦菜々 執行部副会長 小林姫愛

執行部庶務 

中元麻尋

書記 𠮷原康介

会長 吉﨑心春

《スロー
ガン》

いろいろがんばってる会社です。

周南市江口1丁目1番1号  TEL0834-34-2380

周南システム産業株式会社
SHUNAN  SYSTEM  SANGYO

トクヤマグループ
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任期：2026年1月～2027年12月

任期：2025年10月～2026年9月任期：2026年4月～2027年1月

任期：2026年1月～2026年12月
任期：2026年1月8日～2027年１月７日
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書記 
村上風（欠席）
会計 
横山夢華（欠席）

書記 
佐貫七海（欠席）

会計 近藤泰志

会長 小林颯真書記 國重莉菜

補佐 福本匠
補佐 宇𡈽可歩

補佐 山本翠

補佐 松永悠世

副会長 清水玲南 
総務 古市喜世弘

広報 田村海嵐

広報  谷野文哉

会計 宮正和季

会計  渡邊優太

会計 河村竜輝

会長 斉藤おとめ 副会長 桑田哲大
監査 木村潤平

会計 田中稀斐

書記 石本海斗

副会長 福田大悟
監査 山田航平

旧学生副会長 山田道也旧学生副会長
佐古千尋

旧学生会長 行田晴 新学生会長 久保郁也

新学生副会長
松永好夢

新学生副会長 宮崎結大

会計 内山奏汰

書記 小林叶弥

風紀委員長 
藤井龍平

副会長／
風紀副委員長 岡本蓮歩

会長 松田陸 会計長 野口直美

書記長 有末紗菜

書記 丸次明依

書記 柿内愛結
会計 安藤奏汰

副会長 牧山太郎

監査 福田伊織

監査 岡田彩花

書記 藤本悠輔
会計 山本翼

会計 秋山瑠羽喜

会計 中川翔太
副会長 シャントレル隼人

会長／
交通副委員長 河村真里子

副会長／
新聞委員長 福岡優

美化委員長 
高橋愛奈

議決委員長 
笠野心海

緑化委員長
淺田侑奈

図書委員長
大間心晴

交通委員長
野村帆花議決副委員長

西村心音
保健副委員長
村木丹虹

美化副委員長
万德大誠

会計 藤川一鷹
会計 山崎喜也

書記 好川愛心
書記 藤田悠矢

書記 村上桃菜

書記長 田中美萩
書記 中本しずく

会計長 梅光輝

書記 竹重心

副会長 櫻井心葉

会長 藤井陽菜子副会長 石津一輝

任期：2025年４月～2026年３月

保健委員長
馮歆然
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《スローガン》
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〒746-0004 山口県周南市三笹町29番16号  
TEL 0834-62-5212  FAX 0834-62-5207

吉本運輸株式会社

changeはchallengeに進化する！！

地域学校

南陽工業高等学校 三和テクノイノベーション㈱

下松高等学校 下松商工会議所青年部

　三和テクノイノベーションの硬式野球部が南陽工高
野球部とともに、小学生を対象にした少年野球教室を
開きました。子どもたちに野球の楽しさを伝え、地域の
スポーツ振興につなげることが目的。当日は約25人
が参加し、チームのメンバーや部員とともに練習
に取り組みました。キャッチボールや試合を通し
て、笑顔あふれる時間となりました。翌日は中学
生向けの教室も開かれました。

　下松駅南で昨年8月、夏祭り「くだ
まつ土曜夜市」が開かれ、約1万3千
人が訪れてにぎわいました。駅南エリ
アには露店19店とキッチンカー 8店
が並び、多くの人でにぎわいました。
きらぼし館周辺では下松中学校の生
徒が「くだコン夏祭り」を開き、射的や
ヨーヨーなどのゲームコーナーを展
開。下松高校の生徒は下松の魅力
発信コーナーを設けました。

熊毛北高等学校 周南市

　熊毛北高校は昨年9月、生徒が作った交通
安全マスコット100個を市に贈呈。マスコット
は秋の全国交通安全運動の期間中、熊毛総合
支所などで来庁者に配られました。
　この活動は1981年から40年以上続く取り
組みで、今年も家庭科の授業で約40人の生
徒が制作。贈呈式では生徒が熊毛総合支所
長に手渡し、交通安全への思いを伝えました。
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山口県内の

工場作業を

サポート!!
〒744-0008 山口県下松市新川2丁目14-23  TEL0833-41-0558
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企業学校
フランソワと共同開発に挑戦
徳山高等学校 フランソワ（㈱曽呂利）

　周南市の和洋菓子店「フランソワ」と徳山高校
文理探究科の生徒が共同で新商品「周南フルラ
ンタン」を開発しました。須金産のナシとブドウ
を使い、焼き菓子フロランタンと組み合わせたお
菓子で、周南のお土産としても楽しめるようパッ
ケージにも工夫。探究活動で地域の特産品に
注目した生徒のアイデアをもとに商品化され、
昨年11月末ごろか
ら店頭で販売されて
います。

東洋鋼鈑と環境研究下松工業高等学校 東洋鋼鈑㈱

　下松工業高校と東洋鋼鈑下松事業所が連携し、二酸化炭素の
削減や活用をテーマに研究する「カーボンニュートラル・プロジェ
クト」に取り組みました。情報電子科の生徒8人が参加し、工場
の省エネ対策や生産工程を調査。さらに、回収したCO2
の活用方法として微細藻類「ボツリオコッカス」を使ったバ
イオ燃料生産の可能性を研究し、県内の湖沼で生息状況
も調べました。この研究は全国生物教育学会で最優秀賞
などを受賞しました。

公共冷蔵庫
Webサイト制作に協力

徳山工業高等専門学校 NPO法人 市民活動さぽーとねっと
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情報電子工学科4年の田中響大さん、門原裕大さん

文理探求科1年の山本心陽さんと高橋祐衣さん、河村社長

　徳山高専情報電子工学科4年の田中
響大さんと門原裕大さんが開発を支援した
「防府コミュニティフリッジ」の公式ウェブサ
イトが昨年3月に公開されました。家庭で
余った食品などを寄付し、必要な人が受け
取れる「みんなの公共冷蔵庫」の取り組み
です。二人は利用者がLINEで送った感謝
の手描きメッセージ画像を読み取り、ウェブ
上に表示する仕組みを開発。約4カ月かけ
て完成させました。
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HP

〒745-0046 山口県周南市権現町4番10号
Tel 0834-21-1006  Fax 0834-21-2300本　  社
〒746-0004 山口県周南市三笹町26番13号
Tel 0834-63-8001  Fax 0834-62-1211 周南事業所

1961年創業

750件
施工

山

一電
設は

年間
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42
職
種
に
約
1
0
0
0
人
の
若
手
技
能
者
が

出
場
し
て
そ
の
腕
を
競
っ
た
2
0
2
5
年
10
月

開
催
の「
第
63
回
技
能
五
輪
全
国
大
会
」。黒
田

さ
ん
は
制
限
時
間
6
時
間
で
複
数
の
鉄
板
を
溶

接
し
な
が
ら
設
計
図
通
り
組
み
立
て
る
課
題
に

挑
む
電
気
溶
接
職
種
に
挑
戦
し
、31
人
の
若
手

技
能
者
の
中
で
銀
賞
を
受
賞
し
た
。

位の精度が結果を左右する世界で、自分
の課題と向き合いながら挑戦を重ねてき
ました。その積み重ねが成長につながっ
たと感じています。

　現在は、車体と台車をつなぎ、車両を
支える台枠や床面の溶接を担当していま
す。作業はチームで進めています。現場
には先輩が多く、さまざまな知識ややり
方を学べることにやりがいを感じていま
す。体力面できついと感じることもあり
ますが、働くこと自体が体力づくりになっ
ています。

　学生は勉強が大変な時期もある

と思います。そんな時でも、自分の

好きなことやモチベーションを維持

できる楽しいことを取り入れてほし

いです。気持ちを切り替えながら

続けることで、きつい時期も乗り越

えられると思います。諦めずに頑

張ってください。

Message黒田さんからの

ス
の
ち
う

ゴ
イヒ
ト

　大阪府出身で、中学まで大阪
で過ごしました。高校から茨城県
の専門校へ進学しました。5歳上の兄が
同じ道を歩んでいて、その姿に憧れて溶
接の道を選びました。進路を決めるうえ
で兄の存在は大きかったです。早い段階
で目標を定め、技術の世界へ進みました。

　高校時代は技能五輪を目指す「五輪
部」に所属しました。勉強よりも技術の
練習に費やす時間が多かったです。中学
時代に続けていたテニスは高校進学のタ
イミングでやめ、溶接の道に絞りました。
日々の反復練習と試行錯誤の繰り返しで
したが、好きなことに集中できた時間だっ
たと思います。

　技能五輪全国大会・電気溶接職種で、
前回は銅賞、今回は銀賞を受賞しました。
金賞を目指していたので、うれしさ半分、
悔しさ半分という気持ちでした。ミリ単

　1921年に株式会社日立製作所の鉄道車
両製造拠点として設立。鉄道車両の製造を
中心に、出荷前の試験、発送を担っている。
高度な品質と安全性が求められる中、技能
の向上や継承、人材育成にも力を入れた体
制を整えている。
　「高品質な製品づくりで社会に貢献する」
という理念のもと、精度と安全を重視したも
のづくりを進め、国内外の鉄道インフラを支
えている。

株式会社日立製作所 
笠戸事業所

兄 への憧れ

溶 接一本の青春

技 能五輪で成長

現 場で学ぶ日々

学
び

溶
接
一
筋が

が
り
や

い
株
式
会
社
日
立
製
作
所 

笠
戸
事
業
所

                    

黒
田
大
貴
さ
ん(

20)

令和8年度 陸・海・空
自衛官等採用案内
令和8年度 陸・海・空

自衛官等採用案内

   0834  31-7097



※このランキングは日刊新周南、Yahoo!ニュース、Smart News、
　LINE NEWSのアクセス数を参考に作成したものです
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みんなど
んな

情報に興
味が

あったの
かなぁ？

高校生編集員募集！！
一緒に「周南学生新聞」を作ってみませんか？
皆さんの若いアイデアを求む！！ 詳しくは

　光市にある白糸の滝には、昔から「滝壺で恋を願うと恋
が成就する」という言い伝えがあります。若者たちはこっそ
り滝を訪れて願掛けをしたそうで、今でも地元では縁結び
のスポットとして親しまれています。

光市の
白糸の滝

豆 識知
しゅ
うなん

 vol.12
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2
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7
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8

No.

9

No.
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期間：1月１日～2月28日

小泉進次郎防衛大臣が周南市で岸のぶちよ候補の応援演説。約3,500
人が集まり、公明支持者にも感謝の気持ちで働きかけをと訴えた。

周南市の帝人跡地で日本ゼオンがCOP新プラントの起工式を執りおこった。第 2生
産拠点として約780 億円を投資し、2028 年度完成を目指す。

箱根駅伝 7区で区間賞を獲得した周南市夜市出身の高山豪起選手。仲間や
地元の支えを力に、粘りの走りで快走した。

世界に類のない素材「COP」製造　　
帝人跡地が第2の生産拠点に

日本ゼオン

下松市天王森古墳

               市街地に
10月から新バス路線
防長交通

【周南】箱根7区で区間賞　夜市出身の高山豪起選手
「安心して帰れる場所」が背中を押した

【周南】日本ゼオンが新プラント起工式

西京銀行ACT  SA IKYO の田口真彩選手が全日本総合バドミントン混合ダブルスで
初優勝。女子単独でも宮崎友花準優勝など活躍。

【山口県】ACT SAIKYOの田口選手、混合Wで優勝

衆院選山口2区で岸信千世氏が 3回目の当選。平岡秀夫氏は小選挙区で敗れ、比例中
国ブロックでも復活当選を果たせなかった。

［2026衆院選山口2区］【山口県】岸氏、3回目の当選決める
  平岡氏は比例復活も果たせず

下松市天王森古墳で出土した靫型埴輪2体を復元。県内初で西日本でも貴重な例
とされ、ゆめタウン下松で特別展示があった。

周南市の古川跨線橋の架け替え工事で、全長約 90メートルの橋を
線路上へ送り出す工程を公開。雪の中、多くの見物客が見守った。

【周南】古川跨線橋、線路上に姿現す
  深夜の大移動に観客多数

物価高対策の「おこめ券」は周南・下松・光の3市で導入されず。商品券や現金
給付など別の施策で対応へ。

【周南3市】3市とも「おこめ券」採用せず

ランキング
TOP 10

PV

No.

6

注目を

集めて
いる記

事を

ピック
アップ

して

詳しく
解説し

ます!

　周南市、下松市、光市の情報をお
届けする日刊新周南。３月号の発刊
までによく読まれた記事はコチラ！
　「小泉防衛大臣・岸候補応援に
3,500人」や「箱根7区で区間賞の高山
豪起選手」などがランクイン。気になる
記事はありましたか？

　下松市が要請して実現した市街地バス新路線の関

連経費を含む補正予算が市議会で可決。市はバス停

設置費などを負担し、赤字時は補てんする方針。8月

までに停留所や運行ダイヤ、運賃を決め、

沿線住民や高校生らへ利用を呼びかける。

　光学や医療、半導体分野で需要が高

まる素材で、生産体制を強化。地域産

業の発展にも期待がかかる。新工場では

約80人規模の雇用を見込み、将来的な

設備増強や新規事業の展開

も視野に入れている。

「西日本では例のない貴重な事例」

　高さ1メートル超の2体は県埋蔵文化財センターでほ

ぼ完全な形に復元された。矢を入れる武具「靫」を模し

た埴輪で、当時の武具の形状を知る手がかりとなる。大

阪・今城塚古墳出土例と酷似し、古代の埴輪

制作のつながりも注目されている。

下松市で10月に、防長交通の新バス路線が開設する。下松駅南口～周南記念病院
間を結び、末武地区の交通利便性向上を図る。

【下松市】市街地に10月から新バス路線

誠和工機株式会社
周南市野村1-24-24　TEL 0834-63-0066

4
月
に
入
社

し
ま
し
た
！

同
期
と一
緒
に

頑
張
り
ま
す
！

［2026衆院選山口2区］
【周南】「公明支持者に“感謝の気持ち”で働きかけを」　
小泉防衛大臣・岸候補応援に3500人

周南市中央街に「中華そば小惑星」がグランドオープン。にんにく
香る醤油スープの中華そばが人気で、昼時には行列もできている。

［OPEN］【周南】懐かしい味で愛される店へ
  中央街に「中華そば小惑星」

［2026衆院選山口2区］【山口県】
 小泉防衛大臣・岸候補応援に3,500人

人口密集の末武地区民の
利便性向上

【下松】天王森古墳から出土の「　型埴輪」復元
ゆぎ

  天王森古墳から出土の
「 　型埴輪」復元

ゆぎ

動画QR
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　　父がマラソンをしていて、小さい
　　頃から朝一緒に走ることがありま
した。自然と走ることが身近になり、
陸上を始めました。最初は短距離でし
たが、仲の良い先輩が長距離をしてい
た影響で長距離に転向しました。

　　中学１年の頃は人前に出るのが得
　　意ではありませんでしたが、総務
委員に立候補したことがきっかけで人
前に出ることへの抵抗がなくなりまし
た。合唱の指揮者や生徒会も経験し、
積極性が身についたと思います。競技
では中学１年の頃は市の大会でも勝て
ませんでしたが、２年生から県大会で
上位に入り、３年生で高校でも陸上を
続けると決めました。徐々に力を伸ば
し、高校２年の終わり頃からは県で戦
えるようになり、３年生で県上位に入り
ました。

　　１年目はとにかく緊張していて、景
　　色を見る余裕もありませんでした。
２年、３年になるとメンバーに選ばれ
続けるプレッシャーもありました。４年

目は夏合宿や全日本大学駅伝で手応え
があり、自信を持って臨むことができ
ました。

　　どの区間でも走れる準備をしてい
　　ましたが、７区は自分に合うコース
だと思っていました。レースの後半、
14～15キロあたりが一番きつかったで
すが、焦らず粘って走ることができまし
た。

　　大学３年のときのけがです。脚を
　　痛めて長い間走れず、このまま終
わるかもしれないと思ったことです。
それでも練習を続け、最後の箱根で結
果を残すことができました。

　　マネージャーで同じ学部の友人で
　　もある小林亮太さんです。小林さ
んはもともと選手でしたが途中からマ
ネージャーとなり、大学４年間を共に
過ごした何でも話せる存在です。レー
ス前には「自信を持っていけ」と声を掛
けてくれ、大きな支えになりました。
レース終盤には監督車からの声掛けが

小林さんに変わった場面も印象に残っ
ています。

　　帰れる場所があるという安
　　心感があります。帰省したと
きは家族と買い物に出かけて母の
豚キムチを食べるのが楽しみです。

　　社会人でもマラソンを中心に挑戦
　　し、世界で戦える選手になるこ
とが目標です。

の人物に聞く
話題話題

　　 

Q

A

陸上を始めたきっかけは？

Q

A

中学・高校時代は？

Profile
國學院大

周南市出身。高川学園高校から
國學院大學へ進学。大学では箱
根駅伝に４年連続出場し、長距離
ランナーとして活躍。大学卒業後
は実業団で競技を続け、将来はマ
ラソンで世界を目指す。

（22）

さ
ん

Q

A

７区のレースを振り返って

Q

A

競技人生で一番つらかった
経験は

Q

A

支えになった存在は

Q

A

地元周南について

Q

A

今後の目標は

私 たちは 周 南 地 域 の 学 生を 応 援しています 。

箱
根
駅
伝
４
年
連
続
出
場

國
學
院
大

Q

A

箱根駅伝に出場したときの
気持ちは

努
力
は
必
ず

結
果
に
つ
な
が
る

高
山
豪
起
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父と走った朝のランニングが陸上の原点。
努力を積み重ね、箱根駅伝に４年連続出場。
4年生最後の大会で自身は区間賞、
チームを準優勝に導きました。

父と走った朝のランニングが陸上の原点。
努力を積み重ね、箱根駅伝に４年連続出場。
4年生最後の大会で自身は区間賞、
チームを準優勝に導きました。

本社 〒745-0037 周南市栄町2丁目31番地
TEL (0834)31-2727  FAX (0834)31-2728

Message周南
地域
の学
生に

　陸上はすぐに結果が出る競
技ではありません。自分も最

初は市の大会で

も勝てませんでした。でも、続
けていく中で少しずつ結果が

出るようになり

ました。努力はすぐに報われな
くても、続けていれば必ず力に

なります。自

分の目標を信じて、諦めずに挑
戦し続けてほしいと思います。


